
資料5－（3）  

第一国王点都道府県等エイズ対策担当課長連結協舐会  

平成18年6月26日（月）13：30～  

経済産業省別館944号会議室  

次  第  

1 あいさつ  

厚生労働省健康局疾病対策課長 関山昌人  

2 重点都道府県等の選定について～エイズ予防指針改正後の取り組み～  

厚生労働省健康局疾病対策課課長補佐 秋野公造  

3 自治体を対象としたマニュアル講習会   

（1）「地方自治体における青少年エイズ対策／教育ガイドライン」  

京都大学大学院助教毒受 木原雅子氏   

（2）「男性同性間のHIV感染対策に関するガイドライン」  

名古屋市立大学大学院教授 市川誠一氏   

（3）「医療相談員のための外国籍HIV陽性者療養支援ハンドブック」  

慶応義塾大学教授 樽井正義氏  

港町診療所内科専門医 沢田貴志氏  

4 エイズ予防財団の取り組み  

エイズ予防財団  柏崎正雄氏  

5 東京都の施策紹介  

東京都福祉保健局健康安全室副参事 飯田真美氏  

配布資料  

エイズ対策について  

重点的に連絡調整すべき都道府県等の選定について  

後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針（エイズ予防指金十）  

後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針の運用について  

重点都道府県等におけるエイズ対策担当者一覧  

地方自治体向けエイズ対策マニュアルの作成について   
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主点都道府県等王イ完封策垂当課最遠絡協議会実施内容及びタ冴息鼠ケジ皇ロJ♭  

（30）  

コミュニティ  
コミュニティセンターakta到着   センターakta  

（東京都新宿区  

新宿2－15－13  

RainbowRing 張由紀夫  第2中江ビル301）  

18：30（45）  
】  

〟し竺1班）  
19：15  akta視察終了  

移動開始  

東京都南新宿検査・相談室 到着   東京都南新宿  
検査・相談室  

相談現場案内 明  
20‥00弓（15）  （東京都渋谷区  

東京都／東京都医師会  
代々木2－7」8  

完ご寸1這  検査欄談現場案内  東京南新宿ビル  

…W【「【、一 
3階）   

ー‾云「‥、h【、  
※現場視察時の班分けは当日お知らせします  

aktaでの現場案内及び概要税明   

（1）akta内の案内  

（2）概要説明  

・新宿ニ丁目におけるゲイ■コミュニティの現状  
・aktaの取り組みと成果  

・aktaにおける今後の課題  

南新南棟壬・相輯皇での現場案内及び概芋悦明   

（1）検査・相談の流れ  

（2）概要説明  

・事業概要と実績   
■検査相談体制  
・検査・相談室における今後の課題  
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重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会 出席者名簿（敬称略）  

自治体   所属   役職   氏名   連絡協議会  現場視察   

課長   

茨城県  保健福祉部保健予防課  
緒方剛  ○  ○  

係長  山口広隆  ○  ○   

埼玉県  感染症対策室   
室長  柳澤秀明  ○  ○  

主任  大関雄光  ○  ○   

主幹（課長級）  白鳥市郎  ○   ×  

千葉県  健康福祉部疾病対策課  
副主査  菅谷直人  ○   ×   

副参事（課長級）  飯田 真美   
東京都  福祉保健局健康安全室感染症対策課  

○   ○  

係長   冨永 静子   ○   ○   

技幹   中井 信也   
神奈川県  保健福祉部健康増進課  

○   ○  

副技幹   八木下 しのぶ   ○   ○   

衛生指導監  小林裕   
山梨県  健康増進課  

○   ○  

副主査   浅山 光一   ○   ○   

企画員  塩沢宏昭  
長野県  衛生部健康づくりチーム  

○  ○  

主任技師  笠原ひとみ  ○  ○   

主幹（課長級）  深谷 恵   ○   ×  

愛知県  健康福祉部健康担当局健康対策課  
主任主査   増野 裕英   ○   ○   

課長   

大阪府  精神保健疾病対策課  
野田 哲朗   ○   ○  

技師   川原 千夏   ○   ○   

沖縄県  中部保健所   
所長   崎山 八郎   ○   ○  

主査   長嶺 洋子   ○   ○   

さいたま  保健所地域保健課   
参事兼課長  菅谷弘子  ○  ○  

主査  坂本由紀子  ○  ○   

係長  大野喜昭  ○  ×  

千葉市  健康医療課  
主任  市倉基安  ○  ×   

横浜市  健康福祉局感染症課  浜田 伸一   ○   ○   

主幹（課長級）  泉谷 博   ○  ○  
川崎市  健康福祉局保健医療部疾病対策課  

泉 基広   ○  ○  

主幹（課長級）  氏平 高敏   ○   
名古屋市  健康福祉局健康部健康増進課  

○  

技師   丹羽 昌之   ○   ○  

大阪市  保健所感染症対策課   
主幹（課長級）  ○   ○  

係長   伊野 栄子   ○   ○   

出席者計  31   26   
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王点都道府県等エイズ対策担当課長連結協議会 傍聴者名簿（敬称略）  

自治体名   所属   役職   氏名   

岩手県  保健福祉部保健衛生課   技師   阿部 貴子   

山形県  健康福祉部保健薬務課   主事   演本 幸樹   

福島県  医療看護グループ   副主査  黒澤 良生   

栃木県  保健福祉部健康増進課  係長  一色 ミュキ   

新潟県  福祉保健部健康対策課  廣橋 佳代子   

保健医療課      岐阜県  技術主査  永井 真司   

静岡県  健康福祉部疾病対策室   主幹   土屋 厚子   

三重県  健康福祉部健康危機管理室   室長   寺井 謙二   

滋賀県  健康福祉部健康推進課   主幹   尾本 由美子   

京都府  健康対策室   担当係長   細野 幸代   

兵庫県  疾病対策課   技術吏員   栃本 なお子   

奈良県  健康増進課   係長   植松 裕   

島根県  健康福祉部薬事衛生課   医療専門幹  柳欒 真佐実   

香川県  薬務感染症対策課   主任   中村 一道   

熊本県  健康危機管理課   参事   内村 秀之   

宮崎県  福祉保健部健康増進課   主査   山下 省一   

札幌市  係長   赤石 尚－  

京都市   主任   中村 正樹   

神戸市  保健福祉局健康部保健推進課   主査   森川 輝章   

川越市  保健所保健予防課   主任   中澤 一彦   

船橋市  保健所保健予防課  係長   鹿島 かおる   

田口 尚之   

相模原市  保健予防課  主任  猪谷 亜子   

新潟市  保健所保健予防課   主査   斉藤 ひろみ   

長野市  保健所健康課   係長   西山 純一   

岡崎市  保健所生活衛生課   技師   春日井 昭豊   

新宿区  健康部予防課   主事   高藤 光子   

墨田区  本所保健センター   保健師   小俣 雪恵   

大田区  大田東地域行政センター地域健康課  課長   高野 つる代   

世田谷区  保健所感染症対策課   主任主事   遠藤 厚子   

杉並区  保健所保健予防課   係長   小林 信之   

豊島区  池袋保健所健康推進課  木村 正子   

北区   健康福祉部保健予防課   係長   宮野 慎太郎   

板区  保健所予防対策課  松山 めぐみ   

葛飾区  保健所保健予防課  
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平成17年のHlV感染者・エイズ患者の合計は1．199件（過去最高）となっており、依然とし  
て増加傾向にあります。   

厚生労働省では、各地方自治体のHlV・エイズ対策を効果的に支援するため、厚生労働科学研  
究費補助金エイズ対策研究事業において、下記のマニュアルを作成いたしました。   

これらのマニコアルは、第一匝重点都道府県等エイズ対策担当課長連絡協議会終了後の6月26  
日（月二）17時以降に「エイズ予防情報ネット（／′＼Pl－NET）」からタウンロ仙ドできます二  

http：／／api－netJfap．orJp／  

HIV診療における  

処＿塞王二皇  

医療マニュヱ地   

主任研究者  
独立行政法人国立病院  
機構大阪医療センター  
HIV／AIDS先端医療  

開発センタ¶長   

革帯ズ啓発  

プログラムのための  

ガイドライン   

主任研究者  
京都大学大学院  
医学研究科教授  
木原正博  

主任研究者  
京都大学大学院  
医学研究科助教授  
木原雅子  

地方自治体⑬  
蓋掛完封策を支援  

主任研究者  
神奈川衛生研究所  

所長  

今井光信  

〔照会先〕  
厚生労働省疾病対策課 秋野㌣橋幸  

電話 3595伽望24〔j （内線□望：ヨ5ムいよ▼ききうiき   



モヨ 太 鰹   200∈；年（平成18年）∈さ月2∈；〔ヨ（月曜日）  
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